
希望を引き出し、応援する
～多面的援助アプローチの実際～

　2025年5月11日（日）10：00～16：00、出島メッセ長崎
にて九州大学名誉教授の田嶌 誠一先生をお招きし研修会を
開催しました。
　長崎までお越しくださった田嶌先生、長時間にも関わらず
ご参加いただいた皆様、誠にありがとうございました。

【参加者の方々の感想】

・非常に学びの多い研修に参加できたことを幸運に思います。
　私の勤務先は産業で、フィールドは違いますが、面接室の外　　
　に出ていく、つなげる、自身が関係機関（社内も含め）と仲
　良くなることをモットーに仕事をしており、今日のお話は共　
　感できることが多くありました。同職種の人からはそんなに
　大変なこと出来ないと言われることもあり、「やりすぎてる　　
　のかな？」と思うこともありましたが、方向性は間違ってな　
　いと思えました。勇気をいただきありがとうございました。



・先生の豊富な知識は元より、豊富なご経験をお伺いできたこと　
　が大変勉強になりました。私はSCをしているので不登校の話を　
　題材にしていただいたことはありがたかったです。「希望を引　
　き出す」「注文を引き出す」という点の大切さを学ぶことがで　
　きたことが印象に残りました。一見するとネガティブに見える　
　（感じる）物事（不登校等）でも、希望や注文というポジティ　
　ブなことに目を向け、支援者も希望を持って取り組んでいきた
　いと思いました。明日から活かせる様々な知識を教えていただ　
　きありがとうございました。
　
・田嶌先生の本を見て勉強してきた中で、実際にお会いしてこの　
　ような形で講義を受けることができて大変感謝しています。い
　ろいろな立場（学校や施設）でイメージしながら話を聞いてい　
　る中で、これは親子関係にも言えることだと感じました。子育
　てをしている中で、子どもと衝突することもあり、そこで親と
　してどのように対応すべきかというところまで理解することが
　できました。ありがとうございました。

・日々、悩むあたりについて、お話を聞けてとてもありがたかっ　
　たです。励ましをもらいました。暴力を振るわずに済むように　　
　、そこまで支援をしてこそ、安心・安全であるというあたりが　
　すごく印象に残りました。ヒントにしていきたいと思います。
　
・日頃、刺激も情報も多い職場で働いており、溺れている感覚が　
　ありました。先生の話を聞き、溺れている感覚が減り、泳げて　
　いるかもしれないなと思うことができました。ありがとうござ　
　いました。


